
学校番号  １００１ 

平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
コミュニケーション

英語Ⅱ 
２ 第２学年 

 

LANDMARK Fit  English CommunicationⅡ 

  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、ペアワークを取り入れながら、読む・聞く・書く・話すの４技能をアクティブ

に更に伸ばすことを目標とする。聞いたり読んだりした内容を基に、正確な英文を用いて大意をつかんだり、情報や考

えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行う。積極的な授業参加が求められる。 

・英文を読んでいく上で不可欠な語彙力や文法力については、実際に英文を書いたり、英語で発表するということを

意識して学習し、自分で使える英語を身につけていく必要がある。常に「英語を使う」ことを意識した姿勢が大切であ

る。 

・音読は、リズムや発音・アクセントに気をつけて、読み、話す力をつけるだけでなく、同時に聞くことにも注意を向けて

練習することによって、全般的な英語力がつく大切な学習法の一つである。意味を考えながら読み、聞いている人に

きちんと伝わるように心がける必要がある。 

   

２ 学習の到達目標：（CAN-DO リストの該当学年の４技能の到達目標） 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイントネ

ーション    

 など、英語の音声的

な    

特徴に注意して話

すことができる。 

・自分が経験したこ

とや将来の夢・希望

について、前もって

準備したメモを見

ながら発表できる。

また、相手の情報を

得る簡単な質問が

できるようになる。 

・身近なトピック

（時事的なこと等）

について短い英文で

自分の意見を言える

ようになる。 

コ ミ ュ 英

語Ⅱ 

・ T or F 

Quiz 

・Ｑ & A 

・インタビ

ュ ー テ ス

ト 

・音読、暗

唱テスト 

・Quiz in 

Class 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・定期考査 

・発音テス

ト 

・表現のテ

ス ト 

 

 

・簡単な日本語の

文を正しい英語で

表現することがで

きる。更に、身近

な話題に関する自

分の考えを、基礎

的な単語・イディ

オム・つなぎ言葉

を用いて複数の文

で表現できる。 

コ ミ ュ 英

語Ⅱ 

・定期考査 

・トピック

英 

作 

（準2級程

度） 

・Quiz in 

Class 

・ディスカ

ッ 

シ ョ ン

案 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・定期考査 

・トピック

英 

 作 

 

 

・はっきりと話され

れば、身近なトピ

ックについて短い

ニュースの要点を

聞き取ることがで

きる。 

・はっきりと話され

る説明やガイドなど

のアナウンスを聞い

て、いくつかの情報

を聞き取ることがで

きる。 

コ ミ ュ 英

語Ⅱ 

・リスニン

グテスト、 

・インタビ

ュ ー テ ス

ト 

・Ｑ＆Ａ 

・Ｑｕｉｚ 

 

英 語 表 現

Ⅱ 

・定期考査 

・リスニン

グ テ ス

ト 

・パラグラ

フ ラ イ テ

ィング 

・Ｑｕｉｚ 

 

 

・難しい部分を読み 

  返すなどしなが

ら、よく知ってい

る分野の説明書や

記事などを詳しく

理解することがで

きる。 

・小説などを読み、 

  背景を踏まえ事

実関係だけではな

く、登場人物の気持

ちなどを把握し、気

持ちに応じて適切な

速度や声の調子で音

読することができ

る。 

コミュ英語

Ⅱ 

・ 定期考査  

・Ｑ＆Ａin 

 Japanese 

and 

 English 

・夏休み・冬

休み 

課題考査 

・音読、暗

唱テスト 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・重要例文に

つ い て の

Quiz 

 

 



 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化について

の知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関

心を持ち、積極的に言語活

動を行い、コミュニケーシ

ョンを図ろうとしている

かを的確に評価できる方

法で実施。 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書く

こと」の到達目標を的

確に実施できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる

「聞くこと」「読む

こと」の到達目標を

的確に評価できる方

法で実施。 

英語やその運用につ

いての知識を身に付

けているとともに、

その背景にある文化

などを理解している

かどうかを的確に評

価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1   

 

 I’m the 

Strongest! 

 

（４時間） 

世界的な車椅子

テニスプレーヤ

ーの国枝慎吾さ

んの活動につい

て学習する。その

活躍を通じて、世

界の子どもたち

に希望を与えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「話すこと」 

・ペア・ワークやグ

ループワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・ペア・ワークとグルー

プワークを通じて自分

の意見を言ったり、相

手の発表をしっかり聞

こうとしたりする。 

・”Q & A MAKING”

や ”DISCUSSION”

で、ペア・ワークを

行い、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「書くこと」 

・現在完了形・間接疑

問文・関係代名詞の

省略を理解する。 

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書くこ

とや，知り得た情報を

英語に直して書く。 

・現在完了形・間接疑

問文・関係代名詞の

省略、本文中に出て

きた語法・熟語を使

って，指示にそった

適切な英文を書くこ

とができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、英作文を

出題することにより、単

元の目標を達成できて

いるか判断する。 

「聞くこと」 

・ 母音の音の区別

や，音のつながりを正

しく理解する。 

・本レッスンの内容

についての英問や英

文を聴いて，内容を

正しく理解する。 

・ 母音の音の区別

や，音のつながりを認

識できる。 

・ディクテーションテスト

及びリスニングテストの

実施により単元の目標

を達成できているか判

断する。 

「読むこと」 

・現在完了形・間接疑

問文・関係代名詞の

省略の的確な把握。 

・強勢，リズム，イント

ネーション，区切りな

どに注意した音読が

できる。 

・ 母音の音の区別

や，音のつながりを意

・国枝選手がどのよ

うな葛藤の中で成長

し成功したのか、そ

の過程を読み取る。 

・現在完了形・間接疑

問文・関係代名詞の

省略を正確に理解で

きる。 

・強勢，リズム，イント

ネーション，区切りな

どに注意して音読す

ることができる。 

・ 母音の音の区別

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判断

する。 

 



識した発音ができる。 

 

や，音のつながりを意

識し，発音することが

できる。 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2  

Tokyo’s 

Seven-minute 

Miracle 

 (4 時間) 

新幹線清掃員の

人々の仕事につ

いて学ぶ。仕事に

対するこだわり

やプライドは多

岐に渡り、その細

やかさを通じて、

将来の仕事に対

する姿勢につい

て考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「話すこと」 

 

・仕事に対するこだわ

りについて、グループ

で話し合うことができ

る。 

・各パートを読んだあ

と で ”DISCUSSION”

を利用し、ペアで伝え

合う。 

・本文の内容につい

て英問英答や，知り

得た情報の英語によ

る説明ができる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ペアワークの成果をク

ラスで発表する。 

「書くこと」 

・分詞の後置修飾、

形式目的語の it の表

現のはたらきを理解

する。  

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書くこ

とや，知り得た情報を

英語に直して書くこと

ができる。 

・分詞の後置修飾、

形式目的語の it，本

文中に出てきた語

法・熟語を使って，指

示に沿った適切な英

文を書くことができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「聞くこと」 

・摩擦音や破裂音を

認識できる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問や英文

を聴いて，内容を正し

く理解する。 

・単元の目標を基準

に、評価方法に基づ

き評価する。 

・ディクテーションテスト

及びリスニングテストの

実施により単元の目標

を達成できているか判

断する。 

「読むこと」 

・分詞の後置修飾、

形式目的語の it 的確

に把握し，その使い

方と内容を理解した

上で，本文の内容を

正確に把握できる。 

大きな目標を達成す

るための方法を読み

取る。 

・単元の目標を基準

に、評価方法に基づ

き評価する。 

・言語の使用場面、働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判断

する。 

 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 
Saint Bernard 

Dogs 

 

(4 時間) 

セントバーナー

ド犬について、そ

の特性を学びな

がら、人間との関

わりとその歴史

について考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

をまとめ、ペアワーク

を通じて自分の考え

言ったり、相手の発表

をしっかり聞こうとした

りする。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・セントバーナード

犬の特性とその活躍

・各パートごとの内容

を口頭で要約する。 

日本内外の制服事情

を読んで、その内容

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状



について読んで、そ

の内容を要約する。 

・読んだ内容につい

て、自分の考えを話

す。 

・ペアで、事前に取っ

たメモに基づきなが

ら、読んだ内容につ

いて自分の考えを述

べることが出来る。 

をで要約することがで

きる。 

・読んだことに基づい

て、自分の考えを話

すことが出来る。 

 

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・セントバーナード

犬の特性とその活躍

について、読んだこと

を理解する。 

 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、日本や海外

の制服について読

み、イメージとともに

その内容を理解す

る。 

・セントバーナード

犬の特性とその活躍

について、読んだこと

を理解することができ

る。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形、

現在完了形の受動

態、S＋V＋分詞につ

いて理解する。 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

現在完了進行形、現

在完了形の受動態、

S＋V＋分詞について

を用いて、正しい文を

書くことができる。 

・言語の使用場面を意

識した定期テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する。 

 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4  

Chanel’s Style 

 

(5 時間) 

世界的に有名な

デザイナー、コ

コ・シャネルにつ

いて学ぶ。彼女が

生きた当時のヨ

ーロッパの時代

背景のなかで生

み出された革新

的なファッショ

ンと、それらが今

日に至って評価

されていること

などを学習して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・コミュニケーションの

とり方、友達の対処

法、絶滅危惧種につ

いて知っていること、

思っていることを英語

で発言しょうとする。 

・各パートごとについ

て自分の考えや意見

について発表するた

めの英語をメモして

おき、それを参考にし

ながらペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・ 本文中の表現を他の

表現で言い換えた

り、写真・イラスト

等を英語で説明す

る。 

 

・ 教 科 書 の ”Speak 

Out”を使って、グル

ープで発表する。 

・ヨーロッパの女性フ

ァッション事情につい

てディスカッション形

式で発表する。 

・チャートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・女性が置かれている

状況とファッションつ

いて理解できる。 

・各パートごとに、本

文からすぐに大意を

理解する。 

・ヨーロッパの女性フ

ァッション事情につい

て読んだことを理解

することができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V＋O＋分詞、

関係代名詞の非限定

用 法 、 関 係 副 詞

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・S＋V＋O＋分詞、

関係代名詞の非限定

用 法 、 関 係 副 詞

・言語の使用場面を意

識した定期テストにお

いて、知識が身につい



Why、関係副詞の非

限定用法を理解でき

る。 

Why、関係副詞の非

限定用法を理解して

いる。 

ているかを判断する。 

 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5  

Science of 

Love 

(5 時間) 

なぜ人は人を

愛するのか、そ

れを科学的に

分析する。人と

人とがどのよ

うにして惹か

れあうのか、さ

まざまな科学

的根拠をあげ

て検証してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があっ

ても、推測するなどし

て聞き続ける態度を

養う。 

・パートごとに、本文

の音声を聞き、ワーク

シートにメモを取らせ

る。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があっ

ても、推測するなど

して聞き続けてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

人が人を愛する仕組み

についてをまとめ、表

現できる。 

・人が人を愛する仕組

みについてグループ

で発表し、情報を英

語でシェアし合う。 

人が人を愛する仕組み

について、書けたりす

るようになる。 

・グループでお互いに

人が人を愛する仕組み

について発表し評価す

る。 

「外国語理解の能力」 

人が人を愛する仕組み

について知る。 

人が人を愛する仕組み

についてを理解する。 

 

人が人を愛する仕組み

についてを理解する。 

 

人が人を愛する仕組み

についてを理解する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

Do you think を含む

wh-疑問文、be 動詞の

補語になる that 節、所

有を表す関係代名詞

whose、同格の that 節

を理解できる。 

・本文の内容を聞きと

る際に必要とされる背

景知識をワークシート

にメモを取りながら理

解する。 

Do you think を含む

wh-疑問文、be 動詞の

補語になる that 節、所

有を表す関係代名詞

whose、同格の that 節

を理解できる。 

・授業内リスニングテス

トにおいて、背景知識

をもとに、正しく聞き取

れているかを判断す

る。 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6  

Gaudi and 

His 

messenger 

 

(5 時間) 

世界的建築家ア

ントニオ・ガウデ

ィと、その作品で

最も有名なサグ

ラダ・ファミリア

について学習す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

・ガウディやサグラダ・

ファミリアについて知

っていることを、ワーク

シートに基づいて、ペ

アで伝え合う。 

サグラダ・ファミリアに

ついて、その作品と

置かれている状況に

ついて、積極的に話

している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・サグラダ・ファミリア

について、その作品

と置かれている状況

について関心を持っ

た題材について、適

切に書く。 

・各パートごとに環境

問題や訪れたい国に

ついて、ワークシート

に英語で書く。 

・サグラダ・ファミリア

について、その作品

と置かれている状況

について関心も持っ

た題材について、適

切に書くことができ

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 



る。 

「外国語理解の能力」 

・各パートでそれぞれ

表現したかったことに

ついて理解する。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、作者の体験

や目指したことにつ

いて理解し、表現した

かったことについて、

イメージとともに、その

内容を理解する。 

・サグラダ・ファミリア

について、その作品

と置かれている状況

について理解するこ

とはできる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在分詞の分詞構

文、過去分詞の分詞

構文、S＋V＋O＋過

去分詞、付帯状況の

with について理解で

きる。 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・現在分詞の分詞構

文、過去分詞の分詞

構文、S＋V＋O＋過

去分詞、付帯状況の

with の用法を理解し

ている。 

・言語の使用場面を意

識した定期テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する。 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7  

Letters from a 

Battlefield 

 

(5 時間) 

第二次世界大戦

時、硫黄島で戦っ

た日本兵が記し

た手紙をもとに、

その当時の状況

と、彼らが置かれ

た過酷な環境に

ついて学習して

いく。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しなが

ら会話を続ける。 

・第二次世界大戦や

硫黄島での戦いにつ

いて、ワークシートに

基づいて、ペアで伝

え合う。 

第二次世界大戦や硫

黄島での戦いについ

て、日本兵が置かれ

ている状況につい

て、積極的に話して

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

第二次世界大戦や硫

黄島での戦いについ

て、その作品と置か

れている状況につい

て関心を持った題材

について、適切に書

く。 

・各パートごとに内容

をまとめ、ワークシー

トに英語で書く。 

・第二次世界大戦や

硫黄島での戦いにつ

いて、適切に書くこと

ができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本兵たちのの体

験を通して表現した

かったことについて理

解する。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、作者の体験

や目指したことにつ

いて理解し、表現した

かったことについて、

イメージとともに、その

内容を理解する。 

・目的意識を持って

日本兵の体験を通し

て表現したかったこと

について理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

複合関係詞、対比を

表す while、動名詞の

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

複合関係詞、対比を

表す while、動名詞の

・言語の使用場面を意

識した定期テストにお



意味上の主語、完了

形の分詞構文につい

て理解できる。 

確認する。 意味上の主語、完了

形の分詞構文の用法

を理解している。 

いて、知識が身につい

ているかを判断する。 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 Edo: 

S Sustainable 

Society 

(5 時間) 

江戸時代のリ

サイクル社会

について学ぶ。

それらを通じ

て持続可能な

社会について

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・リサイクルについて、

間違うことうを恐れ

ず、積極的に話す。 

・各パートを読む前に

江戸時代に対するイ

メージやリサイクル社

会について、ワークシ

ートに基づいて、ペア

で伝え合う。 

・江戸時代のリサイク

ル社会について間違

うことうを恐れず、積

極的に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・江戸時代のリサイク

ル社会についてにつ

いて、適切に書く。 

・江戸時代のリサイク

ル社会についてワー

クシートに英語で書

く。 

・江戸時代のリサイク

ル社会について適切

に書く。 

 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・江戸時代のリサイク

ル社会について知

り、持続可能な社会

の必要性について、

しっかりと読み理解す

る。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、リサイクル社

会について、しっかり

と理解する。 

・江戸時代のリサイク

ル社会について、し

っかりと読んだことを

理解することができ

る。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置詞＋関係代名

詞、使役動詞＋O＋

過去分詞、助動詞＋

have＋過去分詞、完

了形の不定詞につい

て理解する。 

 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・前置詞＋関係代名

詞、使役動詞＋O＋

過去分詞、助動詞＋

have＋過去分詞、完

了形の不定詞の用法

を理解している。 

 

・言語の使用場面を意

識した定期テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する。 

 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９  

AI and Our 

Future 

(５時間) 

AI とは何かを

学ぶ。AI が私

たちの生活に

どのように関

わり、私たちは

それを通じて

快適な生活を

送れるように

なる一方で、

AI の潜在的な

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

AI についての仕事を

ペア・ワークやグルー

プワークにおいて、互

いに協力しながら会

話を続ける。 

・各パートごとの内容

に対する感想や意見

について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモし、それを

参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力を

し合いながら、会話

を続ける 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・AI についての情報 ・各パートの内容を要 ・各パートの内容を要 ・授業時間内を利用し



危険性につい

ても学習して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と、その危険性につ

いて読んで、その内

容を要約する。 

・読んだことに基づ

き、AI について、自

分の考えを話す。 

約する。 

・ペアで、メモに基づ

いて通訳の仕事につ

いて話し合う。 

・グループワークで自

分の努力していること

を発表する。 

約できる。 

・ペアで、メモに基づ

いて通訳の仕事につ

いて話せる。 

・グループワークで自

分の努力していること

を発表できる。 

て、グループテストを

実施する。 

（テスト時には、生徒に 

関連した課題を与え

る） 

「外国語理解の能力」 

AI のメリット・デメ

リットについて読ん

で理解する。 

・Summary を考え

させ、各パートの要

旨を把握する。 

AI のメリット・デメ

リットについての内

容を、読んで理解で

きる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去、仮定

法過去完了、進行形

の受動態、as if を使

った仮定法を理解す

る。 

 

 

・本文中で用いられ

ている意味や用法を

確認する。 

・仮定法過去、仮定

法過去完了、進行形

の受動態、as if を使

った仮定法の用法を

理解している。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テス

トにおいて、知識が身

についているかを判断

する。 

 

 

 

単元 

（配当時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10  

Bhutan: A 

Happy 

Country 

( 5 時間) 

ブータンとい

う国について

学ぶ。ブータン

の政策の要点

や、GNH の考

え方、そしてブ

ータン社会の

本質について

学び、そこから

本当に幸せな

社会とは何か

考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ブータンという国とそ

の政策について間違

うことを恐れず、積極

的に発言する。 

・ブータンという国と

その政策について、

ついて考えているこ

とを、ワークシート

に基づいて、ペアで

伝え合う。 

・ブータンという国とそ

の政策について、間

違うことを恐れず、積

極的に発言してい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・ブータンという国と

その政策について、

適切に書く。 

・ブータンという国と

その政策について、、

利点について、ワー

クシートに英語で書

く。 

・ブータンという国と

その政策について、

適切に書く。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

ブータンという国とそ

の政策について、に

ついて理解する。 

・各パートごとに、関

連した画像などを見

ながら、ブータンとい

う国とその政策につ

いて、イメージととも

に、その内容を理解

する。 

・ブータンという国とそ

の政策について、理

解することができる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内容

理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・強調構文、部分否 ・本文中で用いられ 強調構文、部分否 ・言語の使用場面を意



定、if を使わない仮定

法、前文の内容を受

ける関係代名詞

which を理解する。 

ている意味や用法を

確認する。 

定、if を使わない仮定

法、前文の内容を受

ける関係代名詞

which 使った表現・を

理解している。 

識した定期テストにお

いて、知識が身につい

ているかを判断する。 

 

 


